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ＮＣ， 原稿の題目 訳文の題目 翻訳時期 訳文の初出誌
１ せまい椎 狭的楚 1921年９月１６日 『新青年」
２ 魚の悲し 色的悲哀 1921年11月１０日 『婦女雑誌」
３ 沼のほとり 池辺 1921年９月10日 『晨報」
４ 鷲の心 離的心 不詳 ｢東方雑誌』
５ 春の夜の夢 春夜的莎 1921年10月14日 『晨報副携」
６ 変り猫 古'怪的猫 1921年12月 未発表
７ 二つの小さな死 丙/Ｍ､小的死 1921年12月30日 『東方雑誌』
８ 人類のために 力人突 1921年12月29日 ｢東方雑誌」
９ 世界の火事（夜の狂人） 世界的火宍 1921年12月３日 ｢小説月報』
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(私の考えによって訳したのは「狭い純｣、「沼のほとり｣、「鷲の心｣、「春の夜の夢」であり、それ
以外は作者の希望に従って訳したものである。それ故、私が思うに作者が世の中にli1かってluI・ぴた
いものは、愛せざるものなしというのに愛するものを得られぬ悲哀である。そして私が彼の中から
とり出してきたものは、童心の美しい、しかし真実性をもつ夢であった。この夢はあるいは作者の
悲哀のヴェールなのだろうか。それならば、私も夢を夢見すぎていたわけだが、それでも私は作者
がこの童心の美しい夢から離れることなく、しかも人々にこの夢に向かって進み、真実の虹を見極
めるようにさらに呼びかけられんことを願っている。私たちが夢遊病者（Somnambulist）となる
ようなことはないのだから｡）
引用文の通り、符迅は『エロシェンコiir話染』に溢れる夢のテーマや人類を愛する思想を多くの
人々に伝えたい、そして多くの人々に希望を与え、美しい童心や夢を見せてやりたいと願っていた。
これは魯迅のロマンチックな一面であり、彼自身の創作作品になかなか見られない部分である。彼は
エロシェンコの逝話作品を通じて、もう一つ別の世界を読者に提供しようとしたと考えられる。また、
当時の魯迅の家庭生活を検討してみると、了エロシェンコ童話集さを翻訳したころ、魯迅は久々に大
家族特有な賑やかな生活を送っており、母と妻朱安、二弟および妻子、三弟（上海に単身赴任中）の
妻子を含む計11人が一緒に八道湾の屋敷に住んでいたｃ毎Ｈ、間作人、周建人二人の弟の五人の子供
の笑い声を聞いたり、元気に遊ぶ姿を見たりして、魯迅がかつて実感できなかった幸せを味わってい
た。無邪気な子供たちに囲まれて過ごしたこの時期は、魯迅にとって一生涯で最も心安らかな時期で
あったかもしれない。童心を失うことのないエロシェンコ及び夢のような雰囲気が漂っている彼の童
話集と出会った魯迅は、精力的に翻訳活動に取り組み、自分のベストを尽くそうとした。魯迅が心血
を注ぎ尽くしたこの童話集は一体どれほど読者に受け入れられたのか。周国偉の「魯迅著訳版本研究
編目」によれば、魯迅訳の『エロシェンコ童話集』は前後14回にわたって出版されている。それぞれ
の版は次の通りである。1922年７月の｣二海商務印書館初版；1923年４月の商務印書館再版；1923年１１
月の商務印沓:館第３版；1924年２)lの商務印書館第４版；1925年１０月の商務印書館第５版；1927年３
月の商務印普館第６版；1929年１１月の商務印書館第７版；1933ｲ'三１０月の商務印書館国難後第１版：
1935年２月の商務印書館国難後第２版；1938年６月の魯迅全集Ⅱ]版社初版「魯迅全集」第12巻；１９３８
年８月の商務印普館国難後第４版；1950年７月の商務印普館第５版；1958年12月の人民文学出版社
r魯迅訳文集』第２巻；香港今代図書公司出版（出版年月なし)。以上のような「エロシェンコ童話
集」の出版状況から見ると、かなり人気がある作品集だと推測できる。
まず、魯迅が1二|らの主観で選んだ四筋の作品の内容を確認してみよう。
「狭い龍」：インドで一匹の虎が動物園の椎に閉じこめられた。イＩＨＩ]人類のあほどもの顔をみたり、
あほどもの笑い声を聞いたI)するので、嫌な思いばかりだ。そこで、彼は自分が自由な森に戻り、勇
猛に生活している夢を見ていた。艦に|》jじこめられた辛さを十分に味わった虎は羊小屋の垣根を破壊
した。しかし恐怖のために羊の群れは身動きもせずにただブルブルふるえているばかりであった。ま
た、虎はラージャの別荘に住む200人の美しい妃を見つけ、彼女たちに自由に与えようとしたが、２０１
番目の妃が自分の主人よりずっと虎のほうを怖がったため、失敗した。虎はガラス鉢の中の金魚を川
や海までに連れてやりたかったが、金魚は購きい底へ沈んでいった。結局、誰も自由にすることがで
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きなかった虎は目覚め、自分は以前のままに動物剛の椎に'11じこめられていた。
「鷲の心此世界で一番強く勇ましく自由を愛する鷲の王様と王妃が育てた二人の王子（二羽の子
鷲）がある日に猟人に獲らえられた｡その後、鷲の王様たちは空から猟人のところまでやってきて、
猟人の二人の息子を連れ去った。五年後、鷲の二人の王子と猟人の二人の息子がそれぞれに自分の父
母のもとに戻った。しかし、鷲の二人の王子には人間的な弱さがあり、．`太陽にむかって飛ぶ，,とい
う鷲の先祖の教訓を嫌がった。彼らは父似に“この卑しい人間の心｡,とlI上られたあと、ノドをやぶら
れ、何の抵抗もせず死んでしまった。一方、猟人の息子たちは鷲の自由を愛する心を受け継ぎ、111の
国の国民を率いて、征服者であるとなりの国にたいして革命を起こしていた。しかし、革命は失敗し
た。その結果、謀反人として「鷲の心」をもつ二人の兄弟は死刑に処された。
「沼のほとり上朝に生まれた銀色と金色の二羽の蝶が太陽が海に沈んでゆくのを見て、大騒ぎした。
自分たちは太陽がなくては生きられないと考えており、この世界に一分間でも太陽が無いということ
がないように努力し、東と西へ飛んでいく。明くる日、海に沈む太陽を呼び戻そうと西へ飛んだ金色
の蝶の死体が波に打ち上げられていた。そこに小学校の生徒や教師、大学の学生や博士教授などが通
りがかったが、世界を救うため太陽を取りかえそうとした二匹の蝶に誰も気がつかなかった。
「春の夜の夢」：春になるとダイヤモンドのように光る羽を持った美しい蛍が池のほとりを飛んでき
た。池に映っている美しい景色をいつまでも眺めていたので、知らないうちに、羽が疲れてしまい、
岸まで飛ぶことが無理となった。その時、小さな金魚が池のなかからやってきて、蛍を岸まで送った。
これがきっかけで二つの小さな命は友達となった。池の近くにある別荘に住む公爵のお嬢様と－人の
庶民の男の子は池のほとりでよく喧嘩し、相手を嫌い、そして彼らはそれぞれに蛍と金魚を獲り、髄
と金魚鉢に入れた。山の妖精は蛍の羽と金魚のうろこを取り抜いた。一番美しいものを失った蛍と金
魚はもう生きていたくないと思ったｃお嬢様と庶民の男の子は妖精を捕まえようとしたとき、池に落
ちてしまったが、池の王様によって助けられた。童話の最後の場面で、貴族のお嬢様と庶民の男の子
ははっと目を覚ました。二人は何かを悟ったようにお互いを見つけ、近づいてきて仲良くなった。
魯迅は椎に閉じこめられた虎に自分の影を見たに違いない。「晒城」自序に書かれているように、
鉄の部屋にいる目覚めした者として、魯迅は昏睡していたみんなを呼び起こし、自由にしてやるつも
りでいたが、時々無力さも感じていたはずである。しかし、彼は童話中の虎と違い、l1i1減を続け、む
しろ、みんなに“鷲の心”までを与えたかったかもしれない。
３．魯迅とエロシェンコとの交流
1921年５月28日に日本政府により国外追放命令を受けたエロシェンコは６月３日に鳳山九に乗って
日本を去った。ウラジオストック、イマン、チタを経て、ようやく８月末に中国のハルビンに着いた。
胡愈之の力を借り、１０月１日上海に到栽し、上海の|阯界語学校の講師となった。翌年の二月に鄭振鐸
と葉聖陶につきそわれて23日午後10時に北京駅に到着し、翌日の24[1に八道湾の周家を訪ね、そこで
仮住まいをし、新しい北京での生活が始まった。藤井省三が分析している通り、魯迅兄弟の日本文学
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へのllU心や東京出身の羽太信子・芳子姉妹（liIil作人・述人二人のそれぞれの妻である）の詩語状況か
ら考えると、日本詔に熟達していたエロシェンコにとって、周家はこれ以上望むべくもない好い環境
であった。北京大学に招かれたエロシェンコはエスペラント語とロシア文学を講じている。エロシェ
ンコは1923年４月161]までの北京滞在中ずっと周家に住んでいた。周作人の回想文「愛夛先珂（エロ
シェンコ)」やエスペラント語の愛好者呉克剛（当時エロシェンコの助手として、周家に住んでい
た｡）の「化曾迅井及愛沙先11リ（魯迅及びエロシェンコを思う)」の中で料迅とエロシェンコの交流に
言及し、二人はたいへん{１１１がよく、日本語でしばしば深夜まで談笑していたという記録を残している。
二人が具体的に何を謡っていたのか分からないが、余人類への愛の話であったかもしれない。エロ
シェンコの博愛思想や世界大同の世界観や身に溢れている芸術的才能や戯曲などの芸術観は魯迅に
とって魅ﾉ｣的な存在であった。また、当時の''１国文化界や新興劇団に対する彼の貴重な反対意見を真
剣に受け止めていたのは糾迅しかいないと詩えよう・表IiIi的には異簡な二人は内iiiに多くの共通点が
あるようだ。国籍の違う両者は第三国の言葉を交わしながら、お互いに心の声を聞こうと努めていた。
魯迅とエロシェンコとの深い友精は中国とロシアの文学交流史においても価値のある一部分であり、
魯迅の「エロシェンコ茄話集」の翻訳活動や二人の一迎の交流は魯迅自身の創作にも大きな影騨を与
えている。それについてはすでに藤井省三の「エロシェンコの都市物語1920年代東京・上海・北
京点にまとめられているので替言しないが、藤井は「夢」と「悲哀」思想上の二つのキーワードを
もって:|ｴﾄ込とエロシェンコを関連づけている。しかし、ｉｌｌｉ者の共通点は思想面だけにあったのではな
い。表現法においても深いつながりがあると考えられるのである。表現技法における関連性を明らか
にするため、色彩表現の使111に焦点を置き、nlli者の間の新しい接点を探りＩＩＬたい゜
４．了エロシェンコ童話集』における色彩表現の特徴
「エロシェンコ童話集」中の色彩表現の特徴を一言でいうと単色が非常に多いことである。それは
もちろん作者自身の生活経験と深い関わ}〕がある。周知のように、エロシェンコは四才のとき、病気
で目が見えなくなり、子供時代に覚えた色は彼の一生の色彩感覚を大きく左右していたようである。
もうひとつの理由は作品のジャンルという点にある。「エロシェンコ童話集」は題目の通I)、童話で
あり、すなわち、子供|iiIきの文学作品である。いくら危険思想を宣伝するおそれがあると指摘されて
も、その本質＝童話・fit心が鮮lﾘ]で疑問の余地もない。そのため、子供の理解力を配慮して、作品を
創作する際に鮮やかな色彩表現を選んだI)、分かりやすいlli色の色彩表現を用いた}）する傾li1jがあっ
たと十分に考えられる。さらに、創作する際に使用した1二i語を考えてみると、単色の多用の理由が一
層理解しやすいｃなぜなら、この童話集に収録された作IW1はすべて彼が'三１本語で創作したものであり、
つまり、）ﾘﾋ語以外の肯語による創作だからである。外lR1研をいくら目１１１に操ることができるといって
も、やは})無理なところがあると思う。Ⅱ本iiliで創作した「エロシェンコ駈話集」の中で'1本譜特有
の色彩表現が二例（灘紅、桃色）しか使)|}されていないことからもその実態がすこし窺えるだろう。
ｒエロシェンコ童話集Ｉの'１１の色彩表現のおおよそのｌｈｌＩｌｉＩＩ（単色の多111）を分析した結果、以上の
ような三点を明らかにすることができた。続いて、１.エロシェンコ童話染」における色彩表現全体の
数遼的傾|ｲﾘを示すと、各色の用例数は下のjUDI)となる。
黒：16例白：１０例赤：９例金（黄色）：１４例
青：１５例銀色：４例灰色：ｌ例紫色：２例
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図ｌで示しているように、単色の色彩表現は全体の89％にのぼっており、種類も豊富だが、その一
方、複合色はわずか２種類（青白い、薄紅）で１０例に過ぎない。興味深いのは、｜｢エロシェンコ童話
集』の翻訳を終えた直後に魯迅が創作した作品群においても同じ傾向が見られることである。この時
期の作品には『阿Ｑ正伝』、『端午の節季』、「白光I「兎と猫I『あひるの喜劇｣、『村芝居』、『補天」
があるが、以上の七篇の作品における色彩表現を調べたところ、156例の色彩表現のうちに単色のほ
うが131例であり、全体の約84％を占めている。このうち「兎と猫』、『あひるの喜劇』の二篇の作品
はエロシェンコとの関わりが深い。動物が大好きな彼は周家の屋敷に住んでいる問、あひる、おたま
じゃ<など小さな動物を飼っていた。そのおかげで、周家はまるでミニ動物園のようになった。エロ
シェンコのために飼った四匹のあひるの雛は、彼が北京を去った後も元気に成長していた。それを見
るたびに魯迅はエロシェンコのことを思い出していた。二篇の作品中のかわいい子兎やあひるの雛を
描写する際に、魯迅作品中なかなか見られない明るくかわいらしい童話らしい色彩表現である「とき
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色」（肉紅色)、「黄色」（松花黄）をⅢいた。
エロシェンコ及び彼の童話とＩｌ１会った魯迅は心の底に封Iそ')していた敢心を蘇らせ、砂漠のような北
京で夢を見ていた。とくに、￣子供を救う”という強烈な願望に従って、たゆみなく懸命に創作・翻
訳の文学活動に従Ｊ１ルていた。彼はエロシェンコと同じように、平和な|肚界でおｌｉ:いに愛する人類の
夢のような未来を望んでいた。しかし、あまりに残酷な現実を直面していた魯迅はこのユートピアを
断念した。そのことは、エロシェンコと別れたあとの魯迅の創作には｣1述した通話のような色彩表現
の使用が二度と見られなかったことからも窺える。
続いて、描写対象からみるiili者の類似性について検討したい。
まず、作品中の景色についての描写からみてみよう。
エロシェンコの童話の中の美しい熾色は読者に常に強い印象を残している。彼は鮮やかな色彩表現
を用い、下に引用している例文にあるように、夢のような童話世界を作I){Ⅱしていた。
太陽が紫の舟のように、遠い金色の海のなかに沈んでいくと、寒蝉がそれを見て、さびしそうに
鳴きだしました。,’
それは、暖かい気持ちのいい春の日でした。高い青空を、太陽が束から西へ目111に旅行していま
した。ときどき美しい雲のきれが、青い静かな海をとおる桃色の船のように、なめらかにかるく、
青空のなかを流れていました。１０）
苦い空を船のように渡る桃色の雲を追いかけようとして空高くまつしぐらにのぼる晴れやかな雲
雀の歌のために、また優しい春風とひめやかなささやきの言葉をかわす美しい花の香のために、
｢死」の言葉は誰にも聞こえませんでした。Ｍ
“紫,,、‘`金色"、、T1fい,，、桃色”のような綺麗な色彩表現を伴ってエロシェンコのjIfi話世界は読者
の目の前に展開する。￣紫の舟葎、“桃色の船..、“桃色の婁一の描写は一櫛の目[llな世界と連想させる
力がある。特に、“7桃色”という色彩表現の使１１]は作品中の「死」と対!!(!的に、人''１１１１上界とは違う、
希望に満ちた幸せのIu界を暗示している。このような色彩表現の使川はまず翻訳者の魯迅を感動させ、
作者の．童心の美しい''、‘しかし真実性をもつ夢”に共鳴を感じさせていたようである。続いて、エ
ロシェンコの童話災で感受した美しい世界を魯迅が自分の作品中にどのように表現しているのかを確
認してみよう。
例として挙げるのは「補天」という作品である。この作,Ｈ１は「エロシェンコ童話染.｜が出版された
半年後、中国の神話「女姻」から取材した作品である。この小説の旨ljln部分で夢から目覚めた女姻が
見た景色は次のように描写されている。
粉虹的天空中．１１１１１１１１折折的漂茄汗多条石塚色的浮云，星便在】111后Iii忽明忽火的［目十夫（shan
３)］眼。天辺的血虹的云彩里ｲj-／i~光芒四射的太lll]，如流幼的金球包在荒古的熔岩中；那一辺，
却是一十生秩一般的冷而且白的）j苑。12’
（ピンク色の空にうねうねと、緑の縞模様の雲がただよい、その背後で星がまたたいている。空
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のはての、血のように赤い雲の間に光まばゆい太陽があって、太古の熔岩に包まれて流動する金の
球さながらである。その反対側は、鉄のように冷たい白い月だ｡）
引用しているように、女蝸が見た世界についての描写は鮮やかな色彩表現を用い、現実とまったく
違う別世界を読者に示している。“ピンク色の空'，、“緑の縞模様の雲,,“血のように赤い雲,．、など現
実の世界に存在するはずのない自然現象を設定し、女嫡に属する神的世界を作り出している。魯迅と
エロシェンコとの関わりを考慮するならば、このような神的11t界は形を変えた童話的世界と解釈する
ことも可能であると言えよう。“ピンク色の空”と．緑の縞模様の雲藏、“金の球のような太陽”と
!`鉄のように冷たい白い月'’二組はそれぞれに対照的な色彩表現を使用することで、より一層鮮明な
視覚効果が得られ、読者にも強いインパクトを与えている。これは、前に挙げたエロシェンコの“紫
の舟”と“金色の海0'、“青い海扇と“桃色の船"、“菅い空”と“桃色の雲,,と同じである。
色彩表現の使用において、魯迅とエロシェンコは鮮やかな単色の色彩表現を使用しつつ、対照的な
色彩表現を｣二手に組み合わせることで、異質な世界を作り出すという共通した傾向がある。単色の持
つインパクトの強い視覚効果を生かし、読者によ}〕鮮明な印象を与えている。すなわち、色彩表現の
使用状況から窺える“美感の追求”においても、二人は共通点を持っているのである。
次に、植物を描写する際に用いた色彩表現について考察してみよう。
エロシェンコは童話集の中に様々な人間以外の動物や植物を登場させている。そして、特に花につ
いて彼はいつも特定の色彩表現で描写している。例文は下の通りである。
ちょうど春はいまが盛りで、庭には赤や白や黄色の花が、立木のあいだにも花壇のなかにも咲き
みだれていました。'3；
黄色い睡蓮の花と赤や白の蓮の花が、静かな池のiiiに動かない夢をひろげたように美しくひらい
て、浮いておりました。Ｍ１
エロシェンコは花を描写する際、必ず“派、．`白"、￣黄色1,の三色を使用する傾向がある。これは
もちろん描写対象（花）の自然属性との関係があり、自然界にある花はもともとこの三色が圧倒的に
多いのは事実である。さらに、エロシェンコに|身が目が不自由であるゆえ、珍しい色の花を見ること
ができず、花を描写する際に、この局限性が現れたとも言える。魯迅は彼の作品を翻訳するにあたり、
このことに気づいた可能性が高い。それゆえ、エロシェンコのこうした単調さを補うため、自らの創
作では、様々な試みを行っている。それを検証するため、「補天」の中に花についての描写する例文
を引用してみよう。
地上都轍録了。便是不恨挽叶的松柏也兄得格外的嫉徽。桃虹和青白色的斗大的余花，在眼前通分
明，到述処可就成力斑澗的烟衛了。'5）
（地上は一面の早緑で、めったに葉をとり換えない松柏さえ眼がさめるような色だ。桃色のや青
白いのや、枡ほどもある花々が、近くのはそれと見分けられるが、遠くなるにつれて色もまだらの
霞に変える｡）
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伊自己也不知道忠祥，忌党得左右不如意了．便焦躁的伸出手去．偏平一拉，抜起一株圦山上催到
天辺的紫藤・－房一冴的lii'１〕1:粁大不IiJ言的紫ｲﾋﾟ，伊一拝．那藤使横搭在地面上．適地散満了半紫半
白的花鱒。１ｍ
（なぜか自分でもかわらぬが、様子が気にくわない。いらだたしげに手をｲI|,ばして、手に触れた
ものをぐいとり１つばつた。’'１の｣二から空のはてまで伸びていた藤の株が抜けた。開いたばかりの巨
大な紫色の花が房ごとについている。さっと打ち振ると、藤は地｣二に横倒しになり、紫と白のまだ
らの花弁が地上一iliiにこぼれた。
魯迅は．桃色“、“青白い"、“紫，，、．､紫と白のまだら”などの色彩表現を使用し、エロシェンコより
種類豊富な色で自然界で最も美しい花を描写している。エロシェンコの花を描写した際に使用した色
彩パターンを破り、独自の特徴を作り出している。これはエロシェンコの童話から得たヒントと自分
の想像力を組み合わせることで、一種の独特な審美感覚を生みⅡ)していると言えるだろう。
おわりに
本稿には、科迅とエロシェンコとの交流や「エロシェンコ童話集」の翻訳経純などについて考察し
てきた。思想上において多くの共通点を持っている二人が、隔たりなく村1手と真剣に向き合っていた
姿は博愛・人類主義思想のありようを示す最も優れた表現である。そして「エロシェンコ童話集」に
おける夢・悲哀という二つのキーワードも魯迅の創作作品に現れ、彼の作,Ｈ１のテーマとしてよく知ら
れている。さらに、創作上においても、エロシェンコの,lfi熱・茄心にM1､Ⅱjした魯迅は自らの創作の中
に、童話らしい作品にふさわしいかわいらしい色彩表現を用い、もうひとつのBlllt界を作り出してい
た。と|可時に、エロシェンコの色彩表現の使用上の不足を感じた科迅は、魯迅自身の創作において色
彩表現を多様にする努力を確認してきた。エロシェンコと１１｣会った魯迅は、一生illiで最も心穏やかな
時間を過ごし、童話らしい作品を創作することで、作家として別の一iiiを切り拓くことができたので
ある．
注
｢魯迅全集」第１O遊人氏文学出版社2005年11月l).217。なお、（）内の[1本禰訳は「魯迅全集１２
古籍序敗災・訳文序肱災」学習研究社昭和60年８１１２７日初版発行による。
同上。
王貴友ア翻訳家魯迅」南側大学出版社2005年７月第１版Ｉ).lOl
藤井省三「エロシエンコの都11丁物iWil920年代束〕;〔・上海・北京」1989年７１j20日第２刷発行
ｐｐ２－３
｢夜明け前の歌ｊエロシェンコの第一創作染。大正10年７月１７Ⅱ来〕；（雌文|H1から出版された。編集
者秋田雨樅、発行者足助索一・
｢最後の淑息よエロシェンコの第二ｶﾞﾘ作集。大正10年12月１０'二1来京縦又'１Mから出版された。
｢現代」は大正９ｲ|:10月から１１３和21ｲi：２)]大Ｈ本雄弁会繊談杣よ}〕発行されておI〕、同社を代表する
総合雑誌であった。
｢｢エロシエンコiiriiiF集と序」「魯迅全集忠輔１０巻人民文学出版社2005flillj］ｐ､214。なお、（）内
の日本iMi訳は「科込全集１２古籍序敗集・訳文序iMUlL±学判研究社１１{1ｆⅡ60年８月27Ｈ初版発行に
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エロシェンコの「沼のほと})」ｐ４３アエロシェンコ全集１」みすずi1I:房1959年
エロシエンコの「二つの小さな死」ｐ・'４１「エロシエンコ全染ｌｊみすず:i11:房1959年
エロシエンコの「二つの小さな死」ｐ・'４３「エロシエンコ全染ｌｊみすず;１１:房1959年
『魯迅全染」第２巻人氏文学U｣版社2005年11月、ｐ､357。なお、（）内の！]本語訳は竹内好訳
了響迅文jlU、筑麟111$房、1976ｲ|:10月８１]初版第一剛発行による。
エロシェンコの「魚の悲しみ」ｐ､５８「エロシェンコ全集ｌｊみすず:iI1:房1959年
エロシエンコの「春の夜の夢」ｐ､７６「エロシェンコ全集１』みすずiH:房1959年
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